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（第３号様式） 

会 議 要会 議 要会 議 要会 議 要 旨旨旨旨 

会議名 館山市図書館協議会 

開催日 平成２４年７月１２日（木） 午前１０時から 

開催場所 館山市図書館 集会室 

出席者 
図書館協議会委員 ８名 

事務局 ６名 

公開・非公開の別 公開  

非公開の場合の理

由 

 

傍聴者 ０ 名 

会議概要・結果等 

＜ 議題 ＞ 

１．図書館の概要について 

２．平成２３年度事業報告について 

３．平成２４年度事業計画について 

４．その他 

 

＜ その他質問・意見等 ＞ 

【事務局】 

図書館は生涯学習の場であり、住民の学習目的・多様化する欲求・社会変化

に合わせた活動が必要となる。千葉県の振興計画では「読書県ちば」を推進

し、館山市でも教育基本計画の中に図書館耐性の整備充実を掲げ、ニーズに

応じた収集・調査支援等のサービス向上を揚げている。このような中自由な

ご意見を伺いたい。 

 

【協議委員からの質問・意見】 

１．リサイクル本の扱いについて 

  →利用者に持ち込んだ冊数・持ち出した冊数を指定ノートに記入しても

らい、数を把握している。図書館の蔵書としたほうが良い本があれば

登録している。 

 

２．菜の花ホールの利用について 

  →「菜の花学習室」の開催について案内板の設置やパンフレットの配布

で案内している。図書利用券を図書館で確認してから利用できる。 

 

３．インターネット予約について 

  ○予約時にどのくらいの期間待つか表示されると良い。 

予約した本が用意できたとの連絡メールの文面は丁寧な表現のほう

が良いのではないか。 

  →図書館システム上の変更が生じるため業者との相談が必要となるが

検討したい。 

  ○インターネット検索に必要なものは？ 

  →予約は図書利用券が必要だが、検索だけは自由にできる。 
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４．図書の位置を変更した理由について 

  →震災後、安全面を見直し閲覧室の書架をなるべく低くするため、全体 

をずらすように配置を変更した。 

 

５．放課後子ども教室への職員の出張について 

  →要望があれば伺う。 

 

６．利用者による破損本の修理について 

  →図書館側でボランティアグループが専用の道具と材料で修理する旨、

利用者へ周知していきたい。 

 

７．学校支援について 

  →司書のブックトークなどの授業を受けたあとに図書館へ訪れてくれ

る児童もいる。移動図書館の利用増加へも繋がっている。 

 

８．開館時間延長について 

  →緊急雇用創出事業を活用した委託業務のため、決定してから周知まで

充分な時間が無かったが、新聞や市広報でお知らせした。 

 

９．調査業務について 

  →開館時間延長は夜間の利用状況の把握をしたい。 

   アンケート調査について対象を１２００名としているが図書館利用

の有無・年齢層等も委託業者と相談し決めていきたい。 

 

１０．高等学校の図書室は充実しているようで、利用者も目的に応じて場所

のすみわけをしているようだ。 

 

１１．企画・事業について 

   →図書館・博物館・公民館で連携をとり講座など共同で行う事業を計

画していきたい。 

 

１２．その他 

   公共であること・無料でできることの良さはあるはず。 

   本質が見失われないよう業務を行ってほしい。 

 

 


